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『
吉
井
勇
全
歌
集
』
へ
の
道

田

坂

憲

二

は
じ
め
に

本
年
（
平
成
二
十
八
年
）
一
月
、
中
公
文
庫
の
一
冊
と
し
て
『
吉
井
勇

全
歌
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
年
に
中
央
公
論
社
か
ら
刊
行
さ
れ

た
同
名
書
籍
を
、
吉
井
自
身
の
「
解
題
」「
巻
後
小
言
」
も
そ
の
ま
ま
付

し
て
、
新
た
に
細
川
光
洋
の
詳
細
な
「
解
説
」「
年
譜
」
を
加
え
て
、
約

六
十
年
ぶ
り
の
復
刊
で
あ
る
。
吉
井
勇
生
誕
百
三
十
年
に
ふ
さ
わ
し
い
出

版
で
あ
る
。

元
版
『
全
歌
集
』
は
、
そ
の
五
年
後
に
長
逝
す
る
吉
井
勇
が
、
七
十
年

の
生
涯
、
二
万
首
を
越
え
る
自
作
の
短
歌
か
ら
精
選
し
た
二
四
〇
二
首
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
吉
井
の
作
歌
活
動
の
全
体
像
が
過
不
足
な
く
把
握
出

来
る
の
み
な
ら
ず
、
晩
年
に
吉
井
が
自
ら
の
短
歌
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の

か
、
ど
う
総
括
し
て
い
た
の
か
を
知
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ

る
。
し
か
も
、
こ
の
自
選
歌
集
は
、
昭
和
三
十
年
に
短
時
間
で
一
回
的
に

編
纂
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
十
年
近
く
の
歳
月
を
か
け
て
少
し
ず
つ
丹

念
に
作
り
上
げ
て
き
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
言
わ

ば
『
全
歌
集
』
に
向
け
て
の
吉
井
勇
の
歩
み
を
、
具
体
的
に
跡
づ
け
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

一

『
吉
井
勇
全
歌
集
』
の
構
成

ま
ず
『
吉
井
勇
全
歌
集
』
の
全
体
像
を
鳥
瞰
し
て
み
る
。『
全
歌
集
』

は
、『
酒
ほ
が
ひ
』『
人
間
経
』
な
ど
の
既
刊
歌
集
を
基
に
編
纂
し
た
も
の

で
、
個
々
の
歌
集
の
初
版
刊
行
順
に
歌
集
を
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
集

か
ら
秀
歌
を
選
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
に
、
原
歌
集
名
、
出
版
社
名
、
出
版
年
月
、
当
該
歌
集
所
収
短
歌

数
、『
全
歌
集
』
選
入

１
）

歌
数
の
順
に
列
挙
す
る
。
吉
井
勇
の
歌
集
は
、
長

く
愛
好
さ
れ
た
が
為
に
、
再
版
、
三
版
と
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
際
装
丁
は
も
ち
ろ
ん
、
出
版
社
が
変
わ
っ
た
り
、
再
編
集
さ
れ
て
短
歌

の
入
れ
替
え
が
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
、『
全
歌
集
』
で
は
、

初
版
の
刊
行
順
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
歌
集
の
扉
題
の
左
下
に
は
初
版

刊
行
年
時
が
記
さ
れ
て
お
り
、
吉
井
自
身
が
『
全
歌
集
』「
解
題
」
で
記

述
し
た

２
）

歌
数
も
初
版
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
基
準
と
す
る
歌
数
と
し
て
こ

れ
を
使
用
し
た
。
再
版
以
降
を
視
野
に
入
れ
る
必
要
性
が
強
い
場
合
は
個

別
に
後
述
す
る
。

猶
、
次
節
以
降
の
参
考
の
た
め
に
、
歌
集
に
通
し
番
号
を
付
し
て
い

る
。
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１
『
酒
ほ
が
ひ
』
昴
発
行
所
、
明
治
四
十
三
年
九
月

七
一
七
首
、
一
三
六
首

２
『
昨
日
ま
で
』
籾
山
書
店
、
大
正
二
年
六
月三

一
六
首
、
八
〇
首

３
『
祇
園
歌
集
』
新
潮
社
、
大
正
四
年
十
一
月二

七
五
首
、
四
九
首

４
『
黒
髪
集
』
千
章
館
、
大
正
五
年
四
月

二
九
四
首
、
三
五
首

５
『
仇
情
』
通
一
舎
、
大
正
五
年
四
月

一
八
八
首
、
二
四
首

６
『
未
練
』
阿
蘭
陀
書
房
、
大
正
五
年
五
月

三
一
三
首
、
三
七
首

７
『
祇
園
双
紙
』
新
潮
社
、
大
正
六
年
七
月

二
五
七
首
、
一
〇
首

８
『
毒
う
つ
ぎ
』
南
光
書
院
、
大
正
七
年
五
月二

一
四
首
、
二
八
首

９
『
鸚
鵡
石
』
玄
文
社
、
大
正
七
年
十
月

二
五
一
首
、
一
七
首

10
『
河
原
蓬
』
春
陽
堂
、
大
正
九
年
八
月

三
一
〇
首
、
二
五
首

11
『
夜
の
心
』
プ
ラ
ト
ン
社
、
大
正
十
三
年
六
月

五
四
七
首
、
四
四
首

12
『
悪
の
華
』
歌
舞
伎
座
出
版
部
、
昭
和
二
年
二
月

四
七
三
首
、
三
一
首

13
『
鸚
鵡
杯
』
太
白
社
、
昭
和
五
年
四
月

五
三
六
首
、
三
六
首

14
『
人
間
経
』
政
経
書
院
、
昭
和
九
年
十
月

六
一
〇
首
、
二
二
八
首

15
『
天
彦
』
甲
鳥
書
林
、
昭
和
十
四
年
十
月

八
六
九
首
、
三
二
九
首

16
『
風
雪
』
八
雲
書
林
、
昭
和
十
五
年
十
月

七
六
六
首
、
七
八
首

17
『
遠
天
』
甲
鳥
書
林
、
昭
和
十
六
年
五
月

七
一
三
首
、
九
九
首

18
『
朝
影
』
墨
水
書
房
、
昭
和
十
八
年
一
月

五
七
〇
首
、
一
二
五
首

19
『
玄
冬
』
創
元
社
、
昭
和
十
九
年
三
月

七
五
〇
首
、
五
九
首

20
『
短
歌
風
土
記
大
和
の
巻
』
創
元
社
、
昭
和
二
十
年
十
一
月

五
一
〇
首
、
一
五
四
首

21
『
故
園
』
木
原
書
店
、
昭
和
二
十
一
年
一
月四

六
七
首
、
四
六
首

22
『
寒
行
』
養
徳
社
、
昭
和
二
十
一
年
十
月

六
八
二
首
、
一
六
〇
首

23
『
流
離
抄
』
創
元
社
、
昭
和
二
十
一
年
十
二
月

六
一
七
首
、
一
四
九
首

24
『
短
歌
風
土
記
山
城
の
巻
』
創
元
社
、
昭
和
二
十
二
年
六
月

四
三
九
首
、
九
六
首

25
『
残
夢
』
創
元
社
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月五

一
四
首
、
三
二
六
首

右
の
一
覧
で
、『
全
歌
集
』
が
元
の
歌
集
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
で

短
歌
を
選
ん
で
い
る
か
、
昭
和
三
十
年
の
段
階
で
の
吉
井
の
自
己
分
析
が

ど
の
よ
う
な
も
の
か
が
理
解
出
来
よ
う
。
直
近
の
歌
集
で
あ
る
『
残
夢
』

だ
け
が
半
数
を
超
え
る
短
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
措
い
て
お
く
と
し

て
も
、『
人
間
経
』
や
『
天
彦
』
な
ど
、
今
日
で
も
特
に
評
価
さ
れ
る
歌

集
の
選
歌
率
が
高
い
の
は
、
吉
井
自
身
も
冷
静
に
自
己
を
見
つ
め
て
い
た
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こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
逆
に
自
己
評
価
の
低
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
文

庫
版
の
解
説
で
、
細
川
が
「
歌
集
に
よ
っ
て
は
入
集
率
が
一
割
に
も
満
た

な
い
も
の
（『
祇
園
双
紙
』『
鸚
鵡
石
』『
河
原
蓬
』『
夜
の
心
』『
悪
の
華
』

『
鸚
鵡
杯
』『
玄
冬
』）」
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
選
歌
率
の
低
い
作
品
に
は
二
つ
の
傾
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
つ
は
『
酒
ほ
が
ひ
』『
昨
日
ま
で
』
以
降
、『
人
間
経
』
以
前
の
、
吉

井
が
実
人
生
に
お
い
て
も
、
作
歌
活
動
に
お
い
て
も
、
彷
徨
し
て
い
た
時

期
の
も
の
で
あ
る
。
細
川
の
指
摘
し
た
も
の
で
は
『
祇
園
双
紙
』『
鸚
鵡

石
』『
河
原
蓬
』『
夜
の
心
』『
悪
の
華
』『
鸚
鵡
杯
』
が
こ
れ
に
該
当
す

る
。『
祇
園
双
紙
』
の
前
年
、
大
正
五
年
刊
行
の
『
黒
髪
集
』『
仇
情
』

『
未
練
』
の
三
冊
の
選
歌
率
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。『
鸚
鵡
石
』
や

『
悪
の
華
』
は
芝
居
歌
集
と
い
う
特
殊
な
歌
集
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
更
に

選
歌
率
を
低
く
す
る
こ
と
に
働
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

見
逃
せ
な
い
の
は
『
人
間
経
』
や
『
天
彦
』
な
ど
を
挟
ん
で
、『
玄
冬
』

に
至
り
再
度
選
歌
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
時
期
的

に
、
第
一
の
傾
向
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
の
原
因
を
推
測
す
れ
ば
以
下

の
ご
と
く
で
あ
る
。

日
中
十
五
年
戦
争
後
半
の
時
期
に
な
る
と
、
吉
井
も
戦
意
高
揚
の
歌
を

多
く
作
る
よ
う
に
な

３
）

る
が
、
特
に
『
玄
冬
』
に
お
い
て
は
、
そ
の
傾
向
が

著
し
い
。『
玄
冬
』
は
「
洛
北
雑
詠
」「
続
洛
北
雑
詠
」
な
ど
八
章
に
分
類

さ
れ
る
が
、「
続
洛
北
雑
詠
」
に
続
い
て
「
聖
戦
抄
」
百
余
首
が
収
載
さ

れ
て
い
る
。「
洛
北
雑
詠
」
に
も
「
十
二
月
八
日
」
十
三
首
、「
続
洛
北
雑

詠
」
に
も
「
皇
軍
艦
」
七
首
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
戦
意
高
揚
歌

は
、
戦
後
吉
井
自
身
が
否
定
し
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、『
玄
冬
』

が
昭
和
二
十
一
年
に
同
じ
創
元
社
か
ら
再
刊
さ
れ
た
と
き
に
、「
聖
戦
抄
」

百
余
首
を
は
じ
め
こ
れ
ら
の
短
歌
が
こ
と
ご
と
く
削
除
さ
れ
、
別
の
短
歌

と
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
強
く
推
測
さ
れ
る
。
初
版
と
再
版

本
の
『
玄
冬
』
は
歌
数
自
体
は
、
七
百
首
台
で
さ
ほ
ど
大
差
は
な
い
の
で

あ
る
が
、
収
録
作
品
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で

４
）

あ
る
。『
全
歌
集
』

に
お
い
て
『
玄
冬
』
の
選
歌
率
が
低
い
の
は
、
そ
う
し
た
負
の
記
憶
を
有

す
る
時
期
の
歌
集
で
あ
っ
た
か
ら
で

５
）

あ
る
。
こ
れ
が
第
二
の
傾
向
で
あ

る
。
ち
な
み
に
『
全
歌
集
』
収
載
の
『
玄
冬
』
歌
の
五
首
目
は
「
し
め
や

か
に
年
を
迎
ふ
る
爐
の
ほ
と
り
百
済
観
音
思
ひ
て
わ
が
居
り
」
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
初
版
『
玄
冬
』
に
は
な
く
、
戦
後
の
再
刊
本
で
加
え
ら
れ
た

短
歌
で
あ
る
。

猶
『
故
園
』
も
四
六
七
首
中
、『
全
歌
集
』
に
採
録
さ
れ
た
も
の
は
四

六
首
で
、
厳
密
に
言
え
ば
一
割
以
下
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
作
品
の
制
作

さ
れ
た
年
代
か
ら
云
え
ば
、「
夜
の
心
」
と
「
鸚
鵡
杯
」
の
間
、
則
ち
大

正
十
三
年
か
ら
昭
和
五
年
ま
で
の
間
に
成
っ
た
も
の
」
と
吉
井
自
身
が
言

う
よ
う
に
、
詠
作
時
期
か
ら
言
っ
て
、
第
一
の
傾
向
に
準
ず
る
も
の
と
断

じ
て
良
か
ろ
う
。

選
歌
率
に
相
違
は
あ
る
も
の
の
、『
全
歌
集
』
は
、
既
存
の
歌
集
の
成

立
の
順
番
に
並
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

は
、
個
々
の
歌
集
の
中
の
短
歌
の
排
列
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
基

本
的
に
は
、
元
の
歌
集
の
排
列
に
従
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
元
の
歌
集
の
形
態
を
残
し
な
が
ら
、
秀
歌
を
抜
き

出
す
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
先
ほ
ど
言
及
し

た
『
故
園
』
を
例
に
引
い
て
み
よ
う
。『
故
園
』
は
、「
鴨
東
竹
枝
」、「

旅
三
昧
」
等
々
の
章
題
に
別
れ
、
そ
の
下
が
そ
れ
ぞ
れ
「
宗
達
の
幅
」

「
蝋
涙
行
」「
夏
す
が
た
」「
柳
に
寄
す
」「
秋
よ
り
冬
へ
」「
京
の
春
寒
」、
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「
旅
に
出
づ
」「
旅
行
く
心
」「
筑
紫
の
旅
」「
信
濃
路
の
旅
」「
佐
渡
路
の

旅
」「
浪
華
暦
」「
続
浪
華
暦
」「
湯
河
原
ぶ
み
」「
旅
を
恋
ふ
」
の
小
章
題

に
分
か
れ
て
い
る
。『
全
歌
集
』
で
は
、「
鴨
東
竹
枝
」
か
ら
は
「
宗
達
の

幅
」「
蝋
涙
行
」「
夏
す
が
た
」
の
各
編
が
、「

旅
三
昧
」
か
ら
は
「
旅

に
出
づ
」「
浪
華
暦
」「
続
浪
華
暦
」
の
各
編
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
す
べ

て
元
本
の
順
番
通
り
に
章
題
も
そ
の
中
の
短
歌
も
排
列
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
が
原
則
で
あ
る
が
、
一
部
で
元
本
の
歌
集
の
構
成
を
改
め
て
い
る
も
の

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
文
庫
版
『
全
歌
集
』
の
「
解
説
」
の
指
摘
す
る
と

こ
ろ
で
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

初
期
の
歌
集
『
酒
ほ
が
ひ
』『
祇
園
歌
集
』
な
ど
で
は
、
章
題
を
あ

ら
た
に
つ
け
直
し
、
歌
の
並
び
順
ま
で
大
き
く
組
み
換
え
て
い
る
。

そ
の
「
新
編
集
」
と
よ
ん
で
も
よ
い
厳
し
い
選
歌
の
姿
勢
は
、「
自

分
の
作
品
の
真
髄
を
伝
え
た
も
の
と
し
て
選
ん
だ
」
と
い
う
「
巻
後

小
言
」
の
勇
の
言
葉
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

章
の
改
変
や
改
題
、
歌
の
排
列
を
改
め
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
た
だ
、「
巻
後
小
言
」
の
吉
井
の
言
葉
を
額
面
通
り
に
受
け

取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。『
全
歌
集
』
で
こ
れ
ら
の
作
業
が
な
さ
れ
、

「
新
編
集
」
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
多
少
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
改
変
作

業
は
『
全
歌
集
』
以
前
に
既
に
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
詳
し
く
は

節
を
改
め
て
述
べ
る
。

そ
の
前
に
、『
全
歌
集
』
の
文
庫
版
と
元
版
の
関
係
に
つ
い
て
簡
単
に

触
れ
て
お
く
。
結
論
を
言
え
ば
、
文
庫
版
は
元
版
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て

お
り
、
元
版
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
も
の
な
ど
も
修
正
は
さ
れ
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
第
二
歌
集
『
昨
日
ま
で
』
か
ら
は
多
く
の
短
歌
が
『
全
歌
集
』

に
採
録
さ
れ
、
原
歌
集
の
「
郊
外
」「
逃
亡
」「
秋
と
冬
」「
夏
」
の
順
番

に
き
ち
ん
と
並
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、「
夏
」
の
章
題
が
脱
落
し
て
、

こ
の
章
題
に
属
す
る
短
歌
が
「
秋
と
冬
」
の
章
題
の
短
歌
に
そ
の
ま
ま
続

い
て
い
る
。「
夏
来
れ
ば
君
が
瞳
に
解
き
が
た
き
謎
の
や
う
な
る
光
さ
へ

見
ゆ
」「
た
は
れ
を
と
わ
れ
を
罵
る
人
多
く
夏
も
か
な
し
く
な
り
に
け
る

か
な
」
が
「
秋
と
冬
」
の
短
歌
で
な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
、「
夏

（

６
）

来
る
）」
の
章
題
が
落
ち
た
た
め
で
あ
る
。
短
歌
本
文
も
同
じ
で
、『
全

歌
集
』
の
「
そ
の
夜
を
な
ほ
も
思
ひ
て
か
な
し
み
ぬ
そ
の
後
み
た
び
蘆
の

花
ち
る
」
は
、
初
出
の
『
酒
ほ
が
ひ
』
で
も
全
集
で
も
、
各
種
文
庫
本
で

も
「
そ
の
秋
を
」
と
あ
る
の
が
正
し
く
、
元
版
の
誤
植
を
文
庫
版
で
も
継

承
し
て
い
る
。

二

岩
波
文
庫
『
吉
井
勇
歌
集
』

中
央
公
論
社
の
『
吉
井
勇
全
歌
集
』
が
編
纂
さ
れ
る
三
年
前
、
昭
和
二

十
七
年
に
岩
波
文
庫
か
ら
『
吉
井
勇
歌
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
背
に

も
表
紙
に
も
「
吉
井
勇
自
選
」
と
記
さ
れ
る
。
人
気
の
あ
っ
た
文
庫
本

で
、
当
初
は
毎
年
の
よ
う
に
増
刷
さ
れ
、
そ
の
後
も
リ
ク
エ
ス
ト
復
刊
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
岩
波
文
庫
は
、『
全
歌
集
』
と
同
様
に
、
吉
井
勇
の
歌
集
を
ほ
ぼ

成
立
順
に
並
べ
、
そ
こ
か
ら
秀
歌
を
選
集
す
る
形
で
あ
る
。
最
大
の
相
違

は
、
大
正
四
、
五
年
頃
の
一
部
の
歌
集
と
、
戦
後
の
歌
集
の
ほ
と
ん
ど
が

入
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

岩
波
文
庫
『
吉
井
勇
歌
集
』
の
収
載
作
品
と
そ
の
排
列
を
『
全
歌
集
』

の
通
し
番
号
を
付
し
て
示
す
と
、
１
『
酒
ほ
が
ひ
』、
２
『
昨
日
ま
で
』、

３
『
祇
園
歌
集
』、
７
『
祇
園
双
紙
』、
８
『
毒
う
つ
ぎ
』、
10
『
河
原

蓬
』、
11
『
夜
の
心
』、
13
『
鸚
鵡
杯
』、
14
『
人
間
経
』、
15
『
天
彦
』、
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16
『
風
雪
』、
17
『
遠
天
』、
19
『
玄
冬
』、
22
『
寒
行
』、
以
上
十
四
歌
集

で
あ
る
。

収
載
さ
れ
て
い
な
い
作
品
は
、
４
『
黒
髪
集
』、
５
『
仇
情
』、
６
『
未

練
』、
９
『
鸚
鵡
石
』、
12
『
悪
の
華
』、
18
『
朝
影
』、
20
『
短
歌
風
土
記

大
和
の
巻
』、
21
『
故
園
』、
23
『
流
離
抄
』
24
『
短
歌
風
土
記

山
城
の

巻
』
25
『
残
夢
』
の
十
一
歌
集
で
あ
る
。
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
の
刊
行

の
『
残
夢
』
は
、
出
版
か
ら
日
が
浅
い
か
ら
岩
波
文
庫
に
収
録
す
る
の
を

た
め
ら
っ
た
理
由
も
分
か
る
が
、『
寒
行
』
を
除
い
て
戦
後
出
版
さ
れ
た

歌
集
を
含
め
て
い
な
い
こ
と
は
、
岩
波
文
庫
『
吉
井
勇
歌
集
』
の
大
き
な

特
色
で
あ
る
。
こ
れ
ら
戦
後
の
作
品
と
時
期
の
離
れ
て
い
る
『
黒
髪
集
』

『
仇
情
』『
未
練
』
の
三
歌
集
な
ど
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
ま
た
別

の
理
由
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
『
全
歌
集
』
で
の
通
し
番
号
は
、
厳
密
な
刊
行
順
で
あ
る
か
ら
、

岩
波
文
庫
の
歌
集
の
排
列
が
、
必
ず
し
も
成
立
の
順
番
で
な
い
こ
と
が
で

見
て
取
れ
よ
う
。
３
『
祇
園
歌
集
』
と
７
『
祇
園
双
紙
』
が
並
ん
で
い
る

の
は
、
４
『
黒
髪
集
』
５
『
仇
情
』
６
『
未
練
』
を
欠
い
て
い
る
た
め
繰

り
上
が
っ
て
繫
が
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
が
、「
祇
園
」
歌
集
を
並
べ
た
こ

と
の
意
味
の
方
が
大
き
か

７
）

ろ
う
。

さ
て
、
岩
波
文
庫
『
吉
井
勇
歌
集
』
と
中
央
公
論
社
『
吉
井
勇
全
歌

集
』
に
共
通
す
る
十
四
の
歌
集
を
比
較
し
て
み
る
と
、
重
要
か
つ
明
確
な

特
色
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
岩
波
文
庫
『
吉
井
勇
歌
集
』
に
は
採
ら

れ
た
が
、『
全
歌
集
』
に
は
収
載
さ
れ
な
か
っ
た
短
歌
が
あ
る
一
方
で
、

『
全
歌
集
』
所
収
の
短
歌
は
す
べ
て
が
岩
波
文
庫
に
は
収
載
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
も
に
吉
井
勇
の
自
選
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
成
立
時
期
の
早
い
岩
波
文
庫
を
基
に
し
て
取
捨
選
択
し
て
作
成
さ
れ

た
の
が
『
全
歌
集
』
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
点
は
、
岩
波
文
庫
版
『
吉
井
勇
歌
集
』
と
中

央
公
論
社
版
『
吉
井
勇
全
歌
集
』
と
に
共
通
す
る
型
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
吉
井
の
第
一
歌
集
で
あ
る
『
酒
ほ
が
ひ
』
は
、「
癡
夢
第
一
」

「
癡
夢
第
二
」「
癡
夢
第
三
」「
夏
の
お
も
ひ
で
」「
酒
ほ
が
ひ
」「
わ
か
う

ど
」「
悪
行
」「
後
の
恋
」「
Ｐ
Ａ
Ｎ
」「
祇
園
冊
子
」「
海
の
墓
」「

旅
雑

詠
」「
夢
と
死
と
」
の
章
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
『
全
歌
集
』
で
は

「
若
き
日
の
夢
」「
夏
の
お
も
ひ
で
」「
酒
ほ
が
ひ
」「
わ
か
う
ど
」「
市
井

夜
曲
」「
後
の
恋
」「
筑
紫
を
と
め
」「

旅
雑
詠
」
と
な
っ
て
い
る
。
従

っ
て
、
前
節
で
見
た
ご
と
く
「
初
期
の
歌
集
『
酒
ほ
が
ひ
』『
祇
園
歌
集
』

な
ど
で
は
、
章
題
を
あ
ら
た
に
つ
け
直
し
、
歌
の
並
び
順
ま
で
大
き
く
組

み
換
え
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
『
全
歌
集
』
の
排
列
と
新
し
い
章
題
は
、
す
べ
て
こ
の
岩
波
文
庫
の
段

階
で
既
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
全
歌
集
』

を
「
新
編
集
」
と
呼
ぶ
の
は
適
切
で
は
な
か
ろ
う
。
で
は
、
こ
の
岩
波
文

庫
が
「
新
編
集
」
で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
岩
波
文
庫
は
更
に
さ
か
の
ぼ
れ

る
原
型
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
別
の
要
素
を
含
ん
で
く
る

の
で
、
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、『
全
歌
集
』
が
岩
波
文
庫
を

原
型
と
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。

い
ま
、
可
能
性
と
い
う
言
葉
を
二
度
使
用
し
た
が
、
あ
る
資
料
を
参
看

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
可
能
性
を
更
に
一
歩
進
め
て
、
岩
波
文
庫
を
『
全

歌
集
』
の
原
型
そ
の
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
京
都
府
立
総
合
資

８
）

料
館
所
蔵
の
吉
井
勇
関
係
資
料
の
中
に
あ
る

岩
波
文
庫
版
『
吉
井
勇
歌
集
』
で
あ
る
。
同
館
に
は
、
吉
井
勇
の
資
料
が

約
五
千
点
、
岩
波
文
庫
『
吉
井
勇
歌
集
』
だ
け
で
も
九
刷
ま
で
九
冊
す
べ
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て
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
初
版
（
文
書
番
号
三
五
二
二
）

で
あ
る
。

こ
の
文
庫
初
版
に
は
、
ほ
ぼ
全
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
鉛
筆
の
書
き
入
れ

が
あ
る
。
歌
の
頭
に
丸
印
や
星
印
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ご
く
わ
ず
か

と
巻
末
解
説
の
訂
正
箇
所
が
数
カ
所
、
そ
し
て
大
量
に
あ
る
の
が
、
長
い

棒
線
で
短
歌
そ
の
も
の
を
削
除
す
る
し
る
し
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
岩
波
文
庫
『
吉
井
勇
歌
集
』
に
は
、
第
一
歌
集
『
酒
ほ
が

ひ
』
の
短
歌
が
一
五
一
首
取
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
一
四
首
は
、
棒

線
で
削
除
さ
れ
て
い
る
。
第
二
歌
集
『
昨
日
ま
で
』
も
八
九
首
中
七
首
が

棒
線
で
消
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
削
除
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
短
歌
は
、
中
央

公
論
社
版
の
『
全
歌
集
』
に
は
一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
資
料
館
所
蔵
初
版
岩
波
文
庫
は
、
吉
井
勇
自
身
が
『
全
歌
集
』
を

作
成
す
る
際
に
、
ま
ず
最
初
に
資
料
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

お
そ
ら
く
吉
井
は
、
こ
の
岩
波
文
庫
で
第
一
次
候
補
を
選
び
、
そ
の
後
さ

ら
に
絞
り
込
ん
で
『
全
歌
集
』
に
採
用
す
る
短
歌
を
選
ん
だ
も
の
と
思
わ

れ
る
。『
酒
ほ
が
ひ
』
に
は
他
に
一
首
、『
昨
日
ま
で
』
は
他
に
二
首
、
岩

波
文
庫
で
は
棒
線
が
引
か
れ
て
い
な
い
が
、『
全
歌
集
』
に
再
録
さ
れ
な

か
っ
た
も
の
も
あ
る
か
ら
だ
。『
人
間
経
』
で
は
、
岩
波
文
庫
三
〇
七
首

か
ら
棒
線
で
四
五
首
消
し
た
あ
と
、
さ
ら
に
三
四
首
削
除
し
た
ら
し
く

『
全
歌
集
』
で
は
二
二
八
首
と
な
っ
て
い
る
。『
河
原
蓬
』『
夜
の
心
』

『
鸚
鵡
石
』
な
ど
は
棒
線
で
消
さ
れ
た
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
一
首
の
み
だ

が
、『
全
歌
集
』
で
は
そ
れ
以
外
に
も
二
首
・
五
首
・
一
〇
首
と
削
除
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
第
二
次
作
業
で
削
除
さ
れ
た
も
の
の
方
が
多
い
例
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
二
次
的
作
業
の
存
在
は
あ
る
が
、
初
版
岩
波
文
庫

で
、
棒
線
や
斜
線
で
消
さ
れ
た
短
歌
は
全
四
三
五
首
、
こ
の
う
ち
『
天

彦
』
の
「
海
越
え
て
往
な
む
か
山
に
籠
ら
む
か
と
ま
れ
肥
前
の
長
崎
に
来

ぬ
」
の
た
だ
一
首
を
除
い
て
『
全
歌
集
』
で
は
す
べ
て
消
滅
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
一
致
率
は
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
。
恐
ら
く
「
海
越

え
て
」
の
短
歌
は
二
次
作
業
で
復
活
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
一
首
で
あ

る
か
ら
例
外
処
理
と
し
て
良
い
。

ま
た
岩
波
文
庫
の
『
寒
行
』
の
「
新
春
雑
感
」
四
首
「
夜
深
く
」
八
首

の
よ
う
に
、
一
つ
の
章
題
の
短
歌
を
す
べ
て
削
除
す
る
場
合
は
、
章
題
を

縦
の
棒
線
で
消
し
、
四
首
、
八
首
の
短
歌
は
一
本
の
斜
線
で
す
べ
て
の
短

歌
に
か
か
る
よ
う
に
消
し
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
も
の
が
『
玄
冬
』
巻
末

の
「
先
達
讃
歌
」
一
〇
六
首
で
、
文
庫
の
一
ペ
ー
ジ
分
を
一
本
の
斜
線

で
、
一
二
ペ
ー
ジ
分
を
大
胆
に
消
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
『
全
歌
集
』
に

は
こ
こ
か
ら
一
首
も
取
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
削
除
歌
数
や
形
式
か
ら
考
え
て
、
岩
波
文
庫
が
『
全
歌

集
』
の
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
は
も
は
や
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

関
連
し
て
小
さ
な
問
題
に
ふ
れ
て
お
く
。
資
料
館
所
蔵
岩
波
文
庫
の
初

版
本
は
、
吉
井
の
手
沢
本
で
あ
る
か
ら
、
巻
末
解
説
の
部
分
に
、
吉
井
自

身
と
お
ぼ
し
き
手
で
誤
植
の
修
正
が
あ
る
。
二
五
〇
ペ
ー
ジ
「
昭
和
十
八

年
十
月
に
は
、
北
白
川
か
ら
更
に
岡
崎
円
勝
寺
町
に
移
っ
た
が
、
翌
十
九

年
二
月
に
は
（
中
略
）
疎
開
を
し
た
か
ら
、
そ
こ
に
住
む
事
は
僅
か
に
五

ヶ
月
」
と
い
う
部
分
、
十
九
年
に
岡
崎
転
居
、
二
十
年
二
月
が
疎
開
だ
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
鉛
筆
で
訂
正
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ

は
増
刷
の
時
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
一
九
九
五
年
の
一
六
刷
で

も
初
版
時
の
ま
ま
で
あ
る
。
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三

二
つ
の
新
潮
文
庫

岩
波
文
庫
『
吉
井
勇
歌
集
』
の
出
版
は
、
昭
和
二
十
七
年
七
月
で
あ
る

が
、
実
は
同
年
五
月
に
は
ま
っ
た
く
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
『
吉
井
勇
歌
集
』

を
新
潮
文
庫
か
ら
刊
行
し
て
い
る
。

前
節
の
岩
波
文
庫
の
記
述
に
倣
っ
て
、
新
潮
文
庫
『
吉
井
勇
歌
集
』
の

収
載
作
品
と
そ
の
排
列
を
示
す
と
、
１
『
酒
ほ
が
ひ
』、
２
『
昨
日
ま

で
』、
３
『
祇
園
歌
集
』、
７
『
祇
園
双
紙
』、
４
『
黒
髪
集
』、
５
『
仇

情
』、
６
『
未
練
』、
８
『
毒
う
つ
ぎ
』、
10
『
河
原
蓬
』、
９
『
鸚
鵡
石
』、

12
『
悪
の
華
』、
11
『
夜
の
心
』、
13
『
鸚
鵡
杯
』、
14
『
人
間
経
』、
15

『
天
彦
』、
19
『
玄
冬
』
で
あ
る
。

概
ね
岩
波
文
庫
と
骨
格
を
同
じ
く
す
る
が
、
特
に
注
目
す
べ
き
共
通
点

は
、
３
『
祇
園
歌
集
』、
７
『
祇
園
双
紙
』
を
並
べ
て
い
る
こ
と
、
８

『
毒
う
つ
ぎ
』
の
次
が
10
『
河
原
蓬
』、
11
『
夜
の
心
』
の
次
が
13
『
鸚

鵡
杯
』
の
順
番
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

相
違
点
は
、
岩
波
文
庫
に
は
な
い
４
『
黒
髪
集
』、
５
『
仇
情
』、
６

『
未
練
』
の
大
正
五
年
刊
行
の
三
つ
の
歌
集
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
同
じ

く
岩
波
文
庫
に
は
採
用
さ
れ
な
い
９
『
鸚
鵡
石
』、
12
『
悪
の
華
』
の
二

つ
の
芝
居
歌
集
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
岩
波
文
庫
に
は
あ
る
16
『
風
雪
』、

17
『
遠
天
』、
22
『
寒
行
』
の
三
歌
集
を
含
ま
な
い
こ
と
で
あ
る
。
吉
井

勇
の
意
識
の
中
で
、
岩
波
文
庫
と
新
潮
文
庫
と
二
つ
の
『
吉
井
勇
歌
集
』

を
ど
の
よ
う
に
棲
み
分
け
よ
う
と
し
た
の
か
、
ど
こ
ま
で
自
覚
的
で
あ
っ

た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
、『
人
間
経
』
以
前
の
歌
集
を

網
羅
し
て
生
涯
の
前
半
の
仕
事
に
手
厚
い
新
潮
文
庫
と
、
昭
和
初
期
の
三

歌
集
や
芝
居
歌
集
を
は
ず
し
戦
中
期
の
歌
集
の
ほ
と
ん
ど
を
入
れ
て
、
生

涯
の
後
半
の
仕
事
に
比
重
を
置
い
た
岩
波
文
庫
と
な
っ
た
。

収
載
歌
集
以
外
の
相
違
は
、
岩
波
文
庫
は
吉
井
自
身
の
解
説
（
一
二
ペ

ー
ジ
）
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
新
潮
文
庫
は
佐
藤
春
夫
の
全
体
解
説
と
、

各
歌
集
の
末
尾
に
個
別
の
吉
井
の
解
説
（
平
均
し
て
二
、
三
ペ
ー
ジ
）
と

形
式
を
変
え
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
新
潮
文
庫
と
、
後
年
の
『
全
歌
集
』
の
関
係
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
以
下
検
討
す
る
。

岩
波
文
庫
に
収
載
さ
れ
な
か
っ
た
二
つ
の
芝
居
歌
集
『
鸚
鵡
石
』
と

『
悪
の
華
』
の
例
が
分
か
り
や
す
い
。『
鸚
鵡
石
』
は
新
潮
文
庫
一
八
首

の
一
首
を
除
い
た
も
の
が
『
全
歌
集
』
で
、『
夜
の
心
』
は
新
潮
文
庫
も

『
全
歌
集
』
も
ま
っ
た
く
同
じ
歌
四
四
首
で
、
成
立
の
早
い
新
潮
文
庫
が

基
準
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。『
黒
髪
集
』
以
下
の
同
時
期
の
三
歌
集

を
見
る
と
、
そ
の
可
能
性
は
一
層
強
く
な
る
。『
黒
髪
集
』
は
新
潮
文
庫

四
六
首
『
全
歌
集
』
三
五
首
、『
仇
情
』
は
新
潮
文
庫
二
八
首
『
全
歌
集
』

二
四
首
で
、『
全
歌
集
』
の
短
歌
は
す
べ
て
新
潮
文
庫
に
含
ま
れ
て
お
り
、

『
新
潮
文
庫
』
か
ら
取
捨
選
択
し
た
も
の
が
『
全
歌
集
』
と
い
う
見
通
し

が
得
ら
れ
る
。『
未
練
』
は
新
潮
文
庫
三
九
首
『
全
歌
集
』
三
七
首
で
あ

る
。
新
潮
文
庫
の
「
深
く
恋
へ
ば
い
よ
い
よ
深
く
う
た
が
は
る
は
て
な
く

君
を
う
た
が
ふ
も
恋
」
が
『
全
歌
集
』
で
は
「
う
た
が
へ
ば
蛇
と
な
る
べ

き
黒
髪
と
し
も
知
ら
ず
し
て
梳
き
た
ま
ふ
か
な
」
の
短
歌
と
差
し
替
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
除
け
ば
、『
全
歌
集
』
の
短
歌
は
す
べ
て
新
潮
文
庫

に
見
ら
れ
る
。

排
列
に
も
新
潮
文
庫
と
『
全
歌
集
』
に
共
通
項
が
あ
る
。
初
版
や
再
版

の
『
仇
情
』
で
は
「
相
思
」「
仇
情
」「
秘
事
二
三
」「
芝
居
情
景
」「
恋
が

た
き
」「
ま
ぼ
ろ
し
」「
湘
南
哀
歌
」
の
順
番
で
あ
っ
た
が
、
新
潮
文
庫
で
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は
「
仇
な
さ
け
」「
湘
南
哀
歌
」「
相
思
」
の
三
章
の
み
が
採
ら
れ
排
列
も

入
れ
替
え
ら
れ
て
い
る
。「
な
さ
け
」
の
平
仮
名
表
記
も
含
め
て
『
全
歌

集
』
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
。
岩
波
文
庫
に
収
載
さ
れ
な
か
っ
た
歌
集

は
、
新
潮
文
庫
を
基
に
『
全
歌
集
』
が
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
て
良
か
ろ

う
。そ

れ
で
は
、
新
潮
文
庫
と
岩
波
文
庫
の
両
方
に
採
ら
れ
て
い
る
歌
集
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。『
酒
ほ
が
ひ
』
一
五
一
首
『
昨
日
ま
で
』
八
九
首
の

よ
う
に
、
新
潮
文
庫
と
岩
波
文
庫
が
完
全
に
一
致
す
る
歌
集
が
あ
る
一
方

で
、
相
違
す
る
も
の
も
あ
る
。
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

吉
井
勇
の
初
期
の
歌
集
の
う
ち
３
『
祇
園
歌
集
』、
７
『
祇
園
双
紙
』、

８
『
毒
う
つ
ぎ
』
の
三
歌
集
は
、
岩
波
文
庫
と
『
全
歌
集
』
と
で
ま
っ
た

く
変
化
が
な
い
。
収
載
歌
数
も
順
に
、
四
九
首
、
一
〇
首
、
二
八
首
で
、

絞
り
込
ま
れ
た
巻
が
あ
る
。
こ
の
三
歌
集
を
新
潮
文
庫
で
見
て
み
る
と
、

『
祇
園
歌
集
』、『
祇
園
双
紙
』
は
や
は
り
同
じ
歌
数
で
あ
る
が
、『
毒
う

つ
ぎ
』
は
新
潮
文
庫
で
は
二
三
首
し
か
な
い
。
初
二
句
で
示
せ
ば
、「
人

や
見
む
比
叡
お
ろ
し
や
」「
病
み
ぬ
れ
ば
浪
華
の
ひ
と
の
」「
た
ま
き
は
る

命
ふ
た
た
び
」「
悲
し
け
れ
ば
星
に
向
ひ
て
」「
何
と
な
れ
ば
か
な
し
き
人

を
」
の
五
首
を
欠
く
。
岩
波
文
庫
と
『
全
歌
集
』
は
共
通
し
て
こ
の
五
首

を
持
っ
て
い
る
か
ら
、『
毒
う
つ
ぎ
』
に
関
し
て
は
新
潮
文
庫
と
『
全
歌

集
』
と
の
関
係
は
薄
弱
で
あ
る
。

新
潮
文
庫
と
岩
波
文
庫
が
共
通
し
て
多
数
の
短
歌
を
選
入
し
て
い
る
後

期
の
歌
集
『
天
彦
』
で
見
れ
ば
、
こ
の
傾
向
は
一
層
鮮
明
と
な
る
。『
天

彦
』
に
は
「

旅
三
昧
」
と
い
う
章
が
あ
り
、
岩
波
文
庫
で
は
そ
こ
か
ら

「
四
国
路
の
旅
」
四
首
「
瀬
戸
の
島
々
」
四
首
「
筑
紫
中
国
」
六
首
「
英

彦
山
」
三
首
「
肥
前
長
崎
」
三
首
「
多
良
嶽
」
三
首
「
阿
蘇
山
」
三
首
の

短
歌
を
採
っ
て
お
り
、『
全
歌
集
』
は
こ
れ
を
完
全
に
踏
襲
す
る
が
、
新

潮
文
庫
は
こ
の
部
分
か
ら
は
一
首
も
選
ん
で
い
な
い
。
次
の
「
駿
河
路
の

歌
」
の

９
）

章
も
、
岩
波
文
庫
で
は
「
迷
悟
庵
歌
屑
」
十
首
「
駿
府
新
春
」
五

首
を
採
っ
て
い
る
。『
全
歌
集
』
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
絞
り
込
ん
で
六
首

と
三
首
に
し
て
い
る
か
ら
、
岩
波
文
庫
が
基
盤
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
こ
こ
で
も
、
新
潮
文
庫
は
こ
の
章
自
体
を
持
た
な
い
か
ら
、『
天
彦
』

に
お
い
て
も
新
潮
文
庫
と
『
全
歌
集
』
の
関
係
は
極
め
て
薄
い
。

結
局
、『
毒
う
つ
ぎ
』
も
『
天
彦
』
も
成
立
の
早
い
新
潮
文
庫
が
持
っ

て
い
な
い
短
歌
を
『
全
歌
集
』
が
持
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
歌
集
に

お
い
て
は
、
新
潮
文
庫
か
ら
取
捨
選
択
し
て
『
全
歌
集
』
を
作
る
こ
と
は

不
可
能
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
と
、
前
節
の
結
果
を
一
つ
に
繫
げ
ば
、
中
央
公
論
社
版

『
吉
井
勇
全
歌
集
』
は
、
１
『
酒
ほ
が
ひ
』
２
『
昨
日
ま
で
』
以
下
の
十

四
の
歌
集
を
岩
波
文
庫
『
吉
井
勇
歌
集
』
を
基
に
作
成
し
、
岩
波
文
庫
に

採
ら
れ
な
か
っ
た
４
『
黒
髪
集
』
５
『
仇
情
』
６
『
未
練
』
と
９
『
鸚
鵡

石
』
12
『
悪
の
華
』
の
五
歌
集
に
限
っ
て
は
新
潮
文
庫
『
吉
井
勇
歌
集
』

を
基
に
作
成
し
た
。
か
く
し
て
『
全
歌
集
』
は
岩
波
文
庫
『
吉
井
勇
歌

集
』
を
基
準
に
骨
格
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
に
新
潮
文
庫
『
吉
井
勇
歌
集
』

の
資
料
で
補
足
し
て
、
大
部
分
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
た

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
も
う
少
し
新
潮
文
庫
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

実
は
新
潮
文
庫
は
、
戦
前
既
に
吉
井
勇
の
自
選
歌
集
を
出
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
戦
前
版
は
『
新
選

吉
井
勇
集
』
の
書
名
で
、
昭
和
十
五

年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
当
時
の
新
潮
文
庫
の
通
編
番
号
で

は
第
四
五
三
編
）。
い
わ
ゆ
る
新
潮
文
庫
の
第
三
期
に
あ
た
る
も
の
で
あ

―57―



る
。
第
三
期
は
戦
時
下
の
紙
統
制
で
Ａ
六
判
に
縮
小
さ
れ
る
が
、
当
該
本

の
判
型
は
ま
だ
菊
半
截
判
で
今
日
の
文
庫
判
よ
り
や
や
大

10
）

き
い
。

こ
の
戦
前
版
と
戦
後
版
、
二
つ
の
吉
井
勇
の
歌
集
の
関
係
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
も
し
戦
後
版
が
戦
前
版
を
継
承
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、『
全
歌

集
』
の
源
泉
は
更
に
遡
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
え

ば
二
つ
の
新
潮
文
庫
の
つ
な
が
り
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
以
下
具
体
的
に

述
べ
る
。

戦
前
版
の
『
新
選

吉
井
勇
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
歌
集
は
『
酒
ほ

が
ひ
』『
昨
日
ま
で
』『
毒
う
つ
ぎ
』『
人
間
経
』
の
四
歌
集
の
み
で
あ
る
。

戦
後
の
新
潮
文
庫
で
も
、
中
央
公
論
社
『
吉
井
勇
全
歌
集
』
で
も
、『
昨

日
ま
で
』
と
『
人
間
経
』
と
の
間
に
は
十
一
の
歌
集
を
収
録
し
て
い
る

が
、
戦
前
版
新
潮
文
庫
で
は
、
こ
の
時
期
の
歌
集
は
『
毒
う
つ
ぎ
』
の
み

な
の
で
あ
る
。
岩
波
文
庫
『
吉
井
勇
歌
集
』
の
方
は
こ
の
時
期
の
歌
集
の

取
り
扱
い
が
軽
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
十
一
歌
集
の
う
ち
『
祇
園
歌
集
』

『
祇
園
双
紙
』『
河
原
蓬
』『
夜
の
心
』『
鸚
鵡
杯
』
と
半
分
は
採
録
し
て

い
る
。
新
潮
文
庫
戦
前
版
の
『
新
選

吉
井
勇
集
』
は
、
こ
の
時
期
の
歌

集
を
採
用
し
な
い
と
い
う
点
で
徹
底
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
後

に
刊
行
さ
れ
た
新
潮
文
庫
・
岩
波
文
庫
・『
全
歌
集
』
と
は
明
確
な
相
違

で
あ
る
。
解
説
類
は
、
冒
頭
に
自
伝
が
一
ペ
ー
ジ
、
巻
末
に
後
記
が
一
ペ

ー
ジ
の
簡
略
な
も
の
。
た
だ
後
記
に
「
私
は
自
分
の
歌
集
の
決
定
版
を
作

る
よ
う
な
気
持
で
、
こ
の
集
に
収
め
る
べ
き
作
品
を
選
ん
だ
」
と
あ
り
、

四
つ
の
歌
集
に
絞
っ
た
こ
と
は
、
昭
和
十
五
年
当
時
の
吉
井
勇
の
意
識
を

反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

四
つ
の
歌
集
で
二
百
ペ
ー
ジ
余
の
一
冊
の
文
庫
本
を
形
成
し
て
い
る
か

ら
、
一
つ
の
歌
集
か
ら
採
録
さ
れ
た
短
歌
は
、
戦
後
の
新
潮
文
庫
に
比
し

て
か
な
り
多
い
。
最
も
比
較
し
や
す
い
『
毒
う
つ
ぎ
』
で
二
つ
の
新
潮
文

庫
を
比
べ
れ
ば
、
戦
前
版
が
九
五
首
、
戦
後
版
が
二
三
首
で
、
四
倍
以
上

の
開
き
が
あ
る
。
戦
前
版
で
は
選
歌
さ
れ
て
い
た
「
海
の
嘆
き
」「
山
上

独
語
」「
写
楽
と
河
豚
」「
新
佃
閑
居
」「
劇
場
小
景
」
な
ど
は
、
戦
後
版

で
は
す
べ
て
の
短
歌
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
猶
、
戦
後
版
に
残
さ
れ
た
二

三
首
は
、
す
べ
て
戦
前
版
の
九
五
首
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

見
逃
し
て
な
ら
な
い
の
は
第
一
歌
集
『
酒
ほ
が
ひ
』
の
短
歌
の
排
列
で

あ
る
。
戦
前
版
で
は
「
癡
夢
第
一
」「
癡
夢
第
二
」「
癡
夢
第
三
」「
夏
の

お
も
ひ
で
」「
酒
ほ
が
ひ
」「
わ
か
う
ど
」「
悪
行
」「
後
の
恋
」「
牧
羊
神

（「
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
表
記
を
改
め
て
い
る
）」「
祇
園
冊
子
」「
海
の
墓
」「

旅
雑
詠
」「
夢
と
死
と
」
と
並
び
、
初
版
の
『
酒
ほ
が
ひ
』
の
排
列
の
ま

ま
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
央
公
論
社
の
『
全
歌
集
』
も
、
そ
の
原

型
で
あ
る
岩
波
文
庫
版
も
「
新
編
集
」、
戦
後
版
新
潮
文
庫
も
「
新
編
集
」

の
排
列
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
形
は
、
昭
和
十
五
年
の
戦
前
版
新
潮
文
庫

に
は
ま
だ
見
ら
れ
ず
、
こ
れ
以
降
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
出
来
る
。

猶
、
戦
前
版
で
「
吉
井
勇
集
」
の
上
に
「
新
選
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
も
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
新
潮
文
庫
で
こ
れ
以
前
に
吉
井
勇
の
自
選

集
が
編
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
同
じ
新
潮
社
か
ら
、

現
代
自

選
歌
集

の
シ
リ
ー
ズ
の
第
四
冊
と
し
て
『
吉
井
勇
歌
集
』
が
大
正
六
年

一
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
使
用
し
た
の
は
大
正
七
年
三
月
の
第
五
刷
）。

菊
半
截
判
で
上
製
函
入
り
、
冊
子
の
背
表
紙
と
函
の
表
の
「
吉
井
勇
集
」

は
自
筆
文
字
を
使
用
、「
羽
二
重
表
紙
特
製
極
美
本
（
巻
末
目
録
）」
と
い

う
惹
句
で
販
売
さ
れ
た
。
内
容
は
、
最
新
の
歌
集
「
未
練
」
を
巻
頭
に
置

き
「
黒
髪
集
」「
仇
情
」
か
ら
「
酒
ほ
が
ひ
」
ま
で
八
作
品
を
遡
っ
て
い

く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
新
潮
社
刊
の
上
製
本
の
『
吉
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井
勇
歌
集
』
に
対
し
て
、
戦
前
版
新
潮
文
庫
で
は
「
新
選
」
の
文
字
を
冠

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四

三
つ
の
『
定
本
吉
井
勇
歌
集
』

『
吉
井
勇
全
歌
集
』
は
も
ち
ろ
ん
、
岩
波
文
庫
に
も
先
立
つ
資
料
と
し

て
、『
定
本
吉
井
勇
歌
集
』
と
い
う
本
が
あ
る
。『
吉
井
勇
全
集
』
に
は
収

録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
三
巻
の
解
題
に
は
木
俣
修
に
よ
っ
て
言
及
が
な

さ
れ
て
い
る
。
今
、
木
俣
の
『
吉
井
勇

11
）

研
究
』
二
六
四
・
二
六
五
頁
の
解

題
か
ら
重
要
な
部
分
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

昭
和
一
八
年
一
〇
月
、
甲
鳥
書
林
刊
。
菊
半
截
判
。
横
綴
本
紙
装
。

函
入
。
本
文
二
六
五
頁
。（
中
略
）
昭
和
二
二
年
八
月
二
五
日
、
奈

良
の
養
徳
社
か
ら
改
訂
版
刊
行
。

簡
に
し
て
要
を
得
た
書
誌
的
記
述
で
あ
る
が
が
、
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
が
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、「
昭
和
一
八
年
一
〇
月
、
甲
鳥
書
林
刊
」
の
『
定
本
吉

井
勇
歌
集
』
は
、
菊
判
で
あ
る
こ
と
、
上
製
カ
バ
ー
装
で
あ
る
こ
と
、
本

文
が
二
九
三
頁
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の
相
違
で

12
）

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
昭
和
二
二
年
八
月
二
五
日
、
奈
良
の
養
徳
社
か
ら
改
訂
版
刊
行
」
と
あ

る
本
の
方
が
「
横
綴
本
紙
装
。
函
入
。
本
文
二
六
五
頁
」
な
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
木
俣
の
記
述
は
、
改
訂
版
の
書
誌
が
初
版
の
書
誌
と
し
て
記

載
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
改
訂
版
と
ま
っ
た
く
異
な
る
初
版
の
書
誌
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
猶
、
改
訂
版
の
方
も
「
菊
半
截
判
」
で

は
な
く
菊
判
が
正
し
い
。
掲
出
さ
れ
て
い
る
書
影
も
ま
た
昭
和
二
十
二
年

の
横
本
で
あ
る
。

『
吉
井
勇
研
究
』
は
大
変
な
労
作
で
、
吉
井
勇
の
伝
記
と
書
誌
の
基
本

文
献
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
初
版
と
改
訂
版
で
造
本
が
異
な
る
場

合
に
は
複
数
の
書
影
を
掲
出
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
箇
所
で
は
改
訂
版
の

書
影
の
み
で
あ
り
、
書
誌
も
初
版
の
も
の
が
欠
落
し
て
い
る
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
追
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
実
は
改
訂
版
に
は
二
種
類
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
二
十
二

年
の
改
訂
版
の
前
に
、
同
じ
養
徳
社
か
ら
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
日
に
も

う
一
つ
、
ま
っ
た
く
別
の
改
訂
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
判
型

は
四
六
判
の
並
装
で
、
菊
判
上
製
カ
バ
ー
装
の
昭
和
十
八
年
の
甲
鳥
書
林

版
と
も
、
横
本
函
入
り
の
二
十
二
年
版
の
改
訂
版
と
も
、
造
本
的
に
ま
っ

た
く
異
っ
て
い
る
本
で
あ
る
。

こ
の
昭
和
二
十
年
版
は
、
奥
付
に
は
改
訂
版
と
あ
る
が
、
内
容
的
に
は

十
八
年
版
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
く
、
ご
く
少
数
の
文
字
や
振
り
仮
名

を
改
め
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、
甲
鳥
書
林
は
、
戦
時
中
の
出
版
社

統
合
で
、
天
理
時
報
社
に
吸
収
さ
れ
養
徳
社
と
な
っ
た
か
ら
、
昭
和
二
十

年
養
徳
社
版
の
発
行
者
は
、
甲
鳥
書
林
創
業
者
の
中
市
弘
で
あ
る
。
戦

後
、
中
市
弘
は
養
徳
社
か
ら
離
れ
た
か
ら
、
二
十
二
年
の
養
徳
社
版
の
発

行
者
は
岡
島
善
次
と
な
っ
て

13
）

い
る
。
た
だ
養
徳
社
・
岡
島
善
次
の
名
で
出

さ
れ
た
本
で
は
あ
る
が
、
甲
鳥
書
林
の
美
し
い
本
の
代
表
作
の
一
つ
堀
辰

雄
『

14
）

晩
夏
』
を
一
回
り
大
き
く
し
た
よ
う
な
魅
力
的
な
装
丁
で
あ
る
。
時

代
が
時
代
と
て
材
料
の
限
界
は
あ
る
が
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
可
能
な
限

り
造
本
美
を
追
究
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。

書
誌
的
事
項
を
確
認
し
た
か
ら
、
以
下
内
容
の
検
討
に
移
る
。

甲
鳥
書
林
版
は
、
第
一
巻
『
酒
ほ
が
ひ
』、
第
二
巻
『
昨
日
ま
で
』、
第

三
巻
『
祇
園
歌
集
』『
祇
園
双
紙
』、
第
四
巻
『
毒
う
つ
ぎ
』『
河
原
蓬
』、

第
五
巻
『
鸚
鵡
石
』『
悪
の
華
』、
第
六
巻
『
夜
の
心
』『
鸚
鵡
杯
』、
第
七
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巻
『
人
間
経
』、
第
八
巻
『
天
彦
』、
第
九
巻
『
風
雪
』
と
い
う
構
成
で
、

和
本
式
に
言
え
ば
、
九
巻
一
冊
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
必
ず
し

も
刊
行
順
で
は
な
く
、
第
三
巻
は
祇
園
の
歌
集
を
ま
と
め
、
第
六
巻
は
芝

居
歌
集
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
順
番
は
、
戦
後
の
岩
波
文
庫
と
も
新
潮

文
庫
と
も
ほ
と
ん
ど
重
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
戦
後
踵
を
接
し
て
刊

行
さ
れ
た
二
つ
の
『
吉
井
勇
歌
集
』
の
文
庫
版
の
原
型
は
、
こ
の
『
定
本

吉
井
勇
歌
集
』
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
歌
集
の
並
び
だ
け
で
は
な
い
。

『
酒
ほ
が
ひ
』
の
新
編
集
「
若
き
日
の
夢
」「
夏
の
お
も
ひ
で
」「
酒
ほ
が

ひ
」「
わ
か
う
ど
」「
市
井
夜
曲
」「
後
の
恋
」「
筑
紫
を
と
め
」「

旅
雑

詠
」
と
す
る
形
も
『
定
本
』
で
初
め
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
形

こ
そ
が
、
戦
後
、
岩
波
文
庫
や
新
潮
文
庫
を
経
て
、『
吉
井
勇
全
歌
集
』

に
続
く
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
昭
和
十
八
年
の
『
定
本
吉
井

勇
歌
集
』
は
、
昭
和
三
十
年
の
『
吉
井
勇
全
歌
集
』
の
遙
か
な
淵
源
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

甲
鳥
書
林
版
の
『
定
本
吉
井
勇
歌
集
』
が
、
下
っ
て
は
『
吉
井
勇
全
歌

集
』
に
ま
で
つ
な
が
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
で
は
、
そ
れ
以
前
に
遡
る
原

型
は
な
い
の
か
。
結
論
を
述
べ
る
と
、
こ
れ
ほ
ど
大
部
の
、
し
か
も
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
自
選
集
は
こ
れ
以
前
に
は
存
在
し
な
い
。
上
述
し
た
新
潮

社
の
『
吉
井
勇
歌
集
』
も
、
昭
和
十
五
年
の
新
潮
文
庫
も
ま
っ
た
く
異
な

る
形
で
あ
っ
た
。
大
部
の
も
の
と
し
て
は
他
に
、
第
一
書
房
の
『
短
歌
文

学
全
集
』
吉
井
勇
篇
（
昭
和
十
二
年
）
が
あ
る
が
、
短
歌
（
と
散
文
）
を

十
二
か
月
に
再
分
類
し
直
し
た
も
の
で
、
形
式
を
ま
っ
た
く
異
に
す
る
。

刊
行
時
期
が
近
い
も
の
と
し
て
は
河
出
書
房
『
現
代
短
歌
』
第
四
巻
（
昭

和
十
五
年
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
人
間
経
』『
天
彦
』
中
心
の
小
規
模

な
も
の
で
あ
る
。
歌
集
の
選
択
か
ら
排
列
ま
で
『
定
本
吉
井
勇
歌
集
』
が

新
た
に
確
立
し
た
編
纂
方
法
で
あ
る
と
断
じ
て
良
か
ろ
う
。

唯
一
、
昭
和
十
五
年
刊
行
の
新
潮
文
庫
と
は
細
い
つ
な
が
り
が
あ
る
。

そ
れ
は
「
自
伝
」
と
「
後
記
」
が
一
ペ
ー
ジ
ず
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
つ
な
が
り
と
も
言
い
難
い
よ
う
で
あ
る
が
、『
定

本
吉
井
勇
歌
集
』
の
「
自
伝
」
は
新
潮
文
庫
の
本
文
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
使

用
し
、
末
尾
に
二
行
追
加
し
た
だ
け
で

15
）

あ
る
。
少
な
く
と
も
「
自
伝
」
の

部
分
は
新
潮
文
庫
を
基
に
作
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。
あ
る
い

は
、
文
庫
ゆ
え
紙
幅
の
限
界
が
あ
っ
た
『
新
選

吉
井
勇
集
』
の
編
纂
が

刺
激
と
な
っ
て
、
一
層
本
格
的
な
自
選
歌
集
を
作
ろ
う
と
い
う
思
い
が
兆

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
戦
前
版
の
新
潮
文
庫
は
、『
定
本

吉
井
勇
歌
集
』
の
発
想
に
深
部
で
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま

た
、
激
し
く
な
る
一
方
の
戦
争
の
影
響
も
あ
ろ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
時
代

の
中
で
、
自
分
自
身
の
歩
み
の
跡
を
き
ち
ん
と
ま
と
め
て
お
き
た
い
と
い

う
気
持
が
生
じ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。

幸
い
な
こ
と
に
吉
井
勇
は
戦
争
の
時
代
を
生
き
抜
い
て
、
戦
後
を
迎
え

る
。
そ
う
し
て
『
定
本
吉
井
勇
歌
集
』
の
改
訂
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

る
。次

に
そ
の
改
訂
版
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
戦
時
中
の
四
六
判
の
改
訂

版
は
、
初
版
が
品
切
れ
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
内
容
的

に
は
菊
判
の
初
版
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
と
い
う
時
代

が
、
判
型
の
縮
小
と
並
製
本
へ
の
移
行
を
強
い
た
と
言
え
よ
う
。

本
格
的
な
改
訂
に
取
り
組
む
の
は
、
昭
和
二
十
一
年
の
こ
と
。
こ
の
時

作
成
さ
れ
た
横
本
の
改
訂
版
は
、
初
版
と
は
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
第
四
巻
と
し
て
『
黒
髪
集
』『
仇
情
』『
未
練
』
を
新
た
に
立

て
、『
毒
う
つ
ぎ
』『
河
原
蓬
』
を
第
五
巻
に
繰
り
下
げ
、
以
下
一
巻
ず
つ
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ず
ら
し
て
、
十
巻
一
冊
の
構
成
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
形
に
な
る
と

戦
後
版
新
潮
文
庫
と
の
酷
似
性
は
一
層
強
い
も
の
と
な
る
（
こ
れ
に
『
玄

冬
』
を
加
え
れ
ば
排
列
は
完
全
に
新
潮
文
庫
と
一
致
す
る
）。
横
本
の
改

訂
版
に
は
「
改
訂
版
の
後
に
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
が
そ
こ
に
は
「
初
版

に
は
全
然
割
愛
し
た
三
つ
の
歌
集
を
以
て
一
巻
を
作
り
、
こ
れ
を
創
作
の

年
次
に
従
つ
て
加
へ
て
お
い
た
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
文
章
の
力

強
さ
と
は
裏
腹
に
、
改
訂
版
の
『
定
本
吉
井
勇
歌
集
』
で
復
活
し
た
こ
の

三
歌
集
は
、
後
の
岩
波
文
庫
で
は
再
度
削
除
さ
れ
て
い
る
の
は
第
二
節
で

見
た
と
お
り
で
あ
る
。
吉
井
の
改
訂
版
の
最
大
の
狙
い
は
こ
の
三
歌
集
の

追
加
で
は
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
横
本
の
改
訂
版
で
は
、
初
版
に
あ
っ
た
多
く
の
短
歌
が

削
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
。
も
と
も
と
一
頁
一
〇

首
二
九
三
頁
の
初
版
と
、
一
頁
六
首
二
六
五
頁
の
横
本
改
訂
版
で
は
収
載

出
来
る
歌
数
に
歴
然
と
し
た
差
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
差
以
上
に
削
除

さ
れ
た
短
歌
の
数
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
最
も
多
く
の
短

歌
が
削
ら
れ
て
い
る
『
風
雪
』
は
、
初
版
四
〇
八
首
か
ら
二
七
〇
首
の
短

歌
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
短
歌
を
削
る
以
上
、
全
体
を

貧
相
な
も
の
に
し
な
い
た
め
に
は
、
追
加
の
歌
集
が
必
要
で
あ
る
。『
黒

髪
集
』『
仇
情
』『
未
練
』
の
三
歌
集
は
、
そ
う
し
て
復
活
し
た
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
『
風
雪
』
の
よ
う
に
ど
の
歌
集
も
大
幅
に
削
除
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
初
版
に
四
〇
〇
首
近
く
あ
り
、『
風
雪
』
と
同
程

度
の
数
の
短
歌
が
採
ら
れ
た
『
人
間
経
』
を
比
較
対
象
に
取
り
上
げ
て
み

よ
う
。『
人
間
経
』
は
初
版
三
七
三
首
に
対
し
て
改
訂
版
横
本
で
は
三
〇

七
首
、
そ
の
差
は
六
六
首
で
二
割
弱
の
短
歌
が
削
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。『
風
雪
』
四
〇
九
首
か
ら
六
割
以
上
の
短
歌
が
削
ら
れ
た
の
と
は
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
九
年
刊
行
の
『
人
間
経
』
と
昭
和
十

五
年
刊
行
の
『
風
雪
』
と
の
時
代
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。『
風
雪
』

に
は
戦
意
高
揚
の
短
歌
が
多
く
「
愛
国
百
首
」
を
は
じ
め
「
聖
戦
頌
」
二

九
首
「
北
支
通
信
」
八
首
「
紀
元
節
」
六
首
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
七
首

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
一
年
九
月
あ
と
が
き
の
横
本
改
訂
版

で
は
こ
れ
ら
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。「
改
訂
版
の
後
に
」
の
文
章

に
は
、
さ
ら
に
「
定
本
歌
集
を
編
ん
だ
時
は
、
四
辺
の
状
況
か
ら
見
て
、

採
録
す
る
こ
と
の
出
来
な
か
つ
た
歌
も
多
く
あ
つ
た
し
、
又
そ
れ
と
反
対

に
、
心
な
ら
ず
も
採
録
す
る
こ
と
に
し
た
歌
も
多
く
あ
つ
た
。
そ
れ
で
今

度
改
訂
版
を
出
す
に
際
し
て
は
、
思
ひ
切
つ
た
増
補
と

除
を
加
へ
」
と

あ
り
、
戦
時
詠
の
削
除
こ
そ
、
改
訂
版
の
大
き
な
狙
い
で
あ
っ
た
だ

16
）

ろ
う
。

翻
っ
て
、
戦
後
の
二
種
類
の
文
庫
や
、
中
央
公
論
社
の
『
吉
井
勇
全
歌

集
』
を
見
て
み
る
と
、
そ
こ
に
収
載
さ
れ
て
い
る
短
歌
は
、
こ
の
横
本
改

訂
版
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
こ
の
昭
和
二

十
二
年
刊
行
の
横
本
改
訂
版
『
定
本
吉
井
勇
歌
集
』
こ
そ
、
今
日
の
中
公

文
庫
に
つ
な
が
る
『
吉
井
勇
全
歌
集
』
の
直
接
の
水
源
と
な
っ
た
も
の
と

言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
は
、
三
種
類
の
『
定
本
吉
井
勇

歌
集
』
が
す
べ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
昭
和
二
十
二
年
の
横
本

改
訂
版
（
文
書
番
号
三
四
九
九
）
に
は
、
二
節
で
述
べ
た
岩
波
文
庫
同
様

に
鉛
筆
で
削
除
さ
れ
た
短
歌
が
多
く
見
ら
れ
る
。
時
期
的
に
、
昭
和
二
十

五
年
刊
行
の
、
岩
波
文
庫
か
新
潮
文
庫
に
む
け
て
の
、
基
礎
作
業
の
跡
と

考
え
ら
れ
る
。
結
論
を
言
え
ば
、
こ
れ
は
新
潮
文
庫
の
下
原
稿
と
な
っ
た
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と
お
ぼ
し
い
。

た
と
え
ば
、
第
三
節
で
述
べ
た
、
岩
波
文
庫
と
新
潮
文
庫
で
相
違
の
あ

る
『
毒
う
つ
ぎ
』
の
五
首
が
そ
う
で
あ
る
。
新
潮
文
庫
で
は
二
三
首
で
、

岩
波
文
庫
の
二
八
首
よ
り
五
首
少
な
い
の
で
あ
る
が
、「
人
や
見
む
比
叡

お
ろ
し
や
」「
病
み
ぬ
れ
ば
浪
華
の
ひ
と
の
」「
た
ま
き
は
る
命
ふ
た
た

び
」「
悲
し
け
れ
ば
星
に
向
ひ
て
」「
何
と
な
れ
ば
か
な
し
き
人
を
」
の
五

首
す
べ
て
、
資
料
館
所
蔵
定
本
横
本
で
は
棒
線
で
削
除
さ
れ
て
い
る
。
同

じ
く
第
三
節
で
述
べ
た
『
天
彦
』
の
「

旅
三
昧
」
の
章
、
岩
波
文
庫
で

は
「
四
国
路
の
旅
」
四
首
「
瀬
戸
の
島
々
」
四
首
「
筑
紫
中
国
」
六
首

「
英
彦
山
」
三
首
「
肥
前
長
崎
」
三
首
「
多
良
嶽
」
三
首
「
阿
蘇
山
」
三

首
な
ど
多
数
の
歌
を
選
歌
し
て
い
る
が
、
新
潮
文
庫
に
は
こ
の
項
目
が
な

く
、
資
料
館
所
蔵
定
本
横
本
で
は
こ
の
部
分
、
斜
線
で
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た

っ
て
削
除
の
跡
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
触
れ
て
い
な
い
新
潮
文
庫
と
岩
波
文
庫
で
相
違
す
る
例
も

あ
げ
て
お
こ
う
。
定
本
横
本
の
『
天
彦
』「
海
南
閑
吟
」
の
章
の
「
籠
居

日
々
」
に
は
六
首
、「
秋
深
く
」
に
は
七
首
あ
る
が
、
資
料
館
所
蔵
本
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
二
首
ず
つ
削
除
棒
線
が
あ
る
。
こ
れ
を
岩
波
文
庫
で
見

る
と
、
定
本
横
本
に
所
収
の
七
首
と
六
首
は
す
べ
て
継
承
さ
れ
て
お
り
、

削
除
記
号
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
、
新
潮
文
庫
は
五
首

と
四
首
で
、
資
料
館
所
蔵
本
で
削
除
し
て
い
る
短
歌
は
残
し
て
お
ら
ず
、

鉛
筆
の
書
き
入
れ
と
見
事
に
対
応
す
る
。
ま
た
新
潮
文
庫
に
採
用
さ
れ
な

か
っ
た
『
風
雪
』
は
歌
集
名
そ
の
も
の
を
棒
線
で
消
し
「
以
下
削
除
」
と

記
入
し
て
い
る
。
資
料
館
所
蔵
『
定
本
吉
井
勇
歌
集
』
改
訂
版
横
本
は
、

新
潮
文
庫
『
吉
井
勇
歌
集
』
の
ま
さ
に
下
原
稿
な
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

全
歌
集
へ
の
道

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、『
定
本
吉
井
勇
歌
集
』
は
初
版
か
ら
改
訂
版

へ
、
改
訂
版
は
戦
後
の
新
潮
文
庫
や
岩
波
文
庫
へ
、
そ
の
岩
波
文
庫
を
基

準
に
新
潮
文
庫
で
補
っ
て
『
吉
井
勇
全
歌
集
』
へ
と
、
吉
井
勇
が
倦
む
こ

と
な
く
自
選
歌
集
の
編
纂
を
進
め
て
き
た
こ
と
が
確
認
出
来
た
。『
吉
井

勇
全
歌
集
』
は
、
昭
和
十
八
年
の
『
定
本
吉
井
勇
歌
集
』
の
初
版
以
来
、

実
に
十
二
年
の
歳
月
を
重
ね
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
完
成
度
の
高
い
自
選
集

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
過
程
は
理
論
上
だ
け
で
は
な
く
、
現

存
す
る
編
纂
資
料
に
よ
っ
て
具
体
的
に
跡
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

る
。そ

れ
で
は
、
岩
波
文
庫
な
ど
に
収
載
さ
れ
な
か
っ
た
戦
後
の
作
品
、

『
吉
井
勇
全
歌
集
』
に
お
い
て
初
め
て
自
選
集
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
歌
集
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
短
歌
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。『
定
本
吉
井
勇
歌
集
』
や
岩
波
文
庫
へ
の
書
き
入
れ
か
ら
類
推
す
れ

ば
、
既
存
の
刊
本
を
基
に
し
て
第
一
次
の
作
業
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

幸
い
な
こ
と
に
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
も
一
部
残
さ
れ
て
い
る
。
京

都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
『
朝
影
』（
墨
水
書
房
、
昭
和
十
八
年
五
月
第

二
版
、
文
書
番
号
三
四
七
〇
）『
流
離
抄
』（
創
元
社
、
昭
和
二
十
一
年
十

二
月
初
版
、
文
書
番
号
三
四
九
一
）
ら
が
そ
れ
で
あ
る
。

岩
波
文
庫
は
、
既
に
自
選
の
過
程
を
経
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
更
に

削
除
す
る
も
の
に
印
を
付
け
る
形
で
あ
っ
た
。『
朝
影
』
や
『
流
離
抄
』

は
言
わ
ば
第
一
次
資
料
で
あ
る
か
ら
、
多
少
や
り
方
が
異
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
一
首
も
採
用
す
る
予
定
の
な
い
章
題
は
、
そ
の
章
題
を
棒
線
で
消
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す
。
そ
れ
以
外
の
章
題
は
、
採
用
す
る
予
定
の
歌
に
丸
印
や
二
重
丸
印
を

付
し
て
い
く
。
短
歌
そ
の
も
の
を
棒
線
で
削
除
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
丸
印
を
付
け
て
い
く
方
法
に
は
、
自
身
の
短
歌
や
歌
集
に
対
す
る
、

吉
井
の
愛
情
の
よ
う
な
も
の
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
削
除
す
る
の
で
は
な

く
、
原
歌
集
か
ら
、
掬
い
上
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。
選
集
で
あ
る
岩
波
文

庫
に
対
す
る
態
度
と
は
自
ず
か
ら
異
な
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
選
抜
は
慎
重
に
な
さ
れ
、
丸
印
が
付
い
て
い
て
も
、
最
終

的
に
ふ
る
い
に
か
け
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。『
朝
影
』
の
中
核
を
な
す

「
洛
北
籠
居
」
の
章
は
さ
ら
に
「
京
の
春
寒
」
な
ど
十
六
に
下
位
分
類
さ

れ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
夜
天
の
雷
」「
愚
庵
和
尚
像
」「
硯
に
題
す
」「
湯

の
銘
」「
藤
を
思
ふ
」「
茶
の
本
」「
菅
江
真
澄
」
の
七
つ
は
棒
線
で
消
さ

れ
、
残
っ
た
九
つ
の
小
章
題
に
属
す
る
歌
の
う
ち
五
四
首
に
一
旦
丸
印
が

付
け
ら
れ
、
そ
の
う
ち
四
首
は
消
し
ゴ
ム
や
×
印
で
消
去
し
、
五
〇
首
の

丸
印
が
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
更
に
六
首
が
削
除
さ
れ
た
も
の
が
、

「
洛
北
籠
居
」
の
章
の
短
歌
の
う
ち
『
全
歌
集
』
に
残
っ
た
四
四
首
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
『
全
歌
集
』
収
載
歌
は
す
べ
て
『
朝
影
』
に
丸
印
の
付
い

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
を
繰
り
返
し
て
『
吉
井
勇
全
歌

集
』
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

作
家
が
編
纂
し
た
自
選
集
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、

我
々
は
ど
の
よ
う
な
作
品
が
残
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
結
果
の
み
に
目
を
奪

わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
一
旦
自
ら
生
み
出
し
た
作
品
に
自
分
自
身
で

合
否
を
付
け
て
い
く
、
そ
の
厳
し
い
姿
勢
も
直
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
作

者
自
身
が
最
も
厳
し
い
読
者
な
の
で
あ
る
。
吉
井
勇
の
場
合
は
、
幸
い
な

こ
と
に
、
多
く
の
作
業
過
程
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
丹
念

に
読
み
解
い
て
行
く
と
き
、
自
身
の
作
品
と
厳
し
く
対
峙
す
る
吉
井
勇
の

横
顔
を
確
か
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

注１
）

原
歌
集
の
段
階
で
重
複
し
て
取
ら
れ
て
い
る
短
歌
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
で
し

か
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
た
め
に
『
全
歌
集
』
選
入
歌
数
は
多
少
変
化
す
る
。
吉
井

勇
の
代
表
歌
「
か
に
か
く
に
祇
園
は
恋
し
寝
る
と
き
も
枕
の
下
を
水
の
な
が
る

る
」
は
、
周
知
の
よ
う
に
第
一
歌
集
『
酒
ほ
が
ひ
』
所
収
で
あ
る
が
、『
祇
園

歌
集
』
に
も
再
録
さ
れ
て
い
る
。『
全
歌
集
』
で
は
『
祇
園
歌
集
』
の
一
首
と

し
て
出
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
酒
ほ
が
ひ
』
は
こ
の
歌
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
に

至
ら
な
い
。「
香
煎
の
匂
ひ
し
づ
か
に
た
だ
よ
へ
る
祇
園
は
か
な
し
ひ
と
り
歩

め
ば
」「
ゆ
ゑ
知
ら
ず
涙
な
が
れ
ぬ
閉
さ
れ
し
歌
舞
練
場
の
ま
へ
を
通
れ
ば
」

な
ど
、
い
ず
れ
も
『
酒
ほ
が
ひ
』
で
は
な
く
『
祇
園
歌
集
』
か
ら
採
ら
れ
て
い

る
。

２
）
『
夜
の
心
』
以
外
は
す
べ
て
歌
数
表
記
が
あ
る
。

３
）

も
ち
ろ
ん
吉
井
勇
一
人
の
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
八
雲
書
店
は

決
戦

歌
集

と
し
て
歌
人
を
糾
合
し
、
斎
藤
茂
吉
に
は
そ
れ
に
呼
応
し
た
戦
争
歌
集

『
萬
軍
』
が
あ
る
（
秋
葉
四
郎
『
茂
吉

幻
の
歌
集
『
萬
軍
』

戦
争
と
斎
藤

茂
吉
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
別
稿
「
吉
井
勇
と

川
田
順
｜
昭
和
二
十
年
前
後
の
書
簡
を
中
心
に
｜
」
を
準
備
し
て
い
る
。

４
）

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
木
俣
修
が
『
吉
井
勇
全
集
』
第
三
巻
の
解
題
で
詳

細
に
検
討
し
て
い
る
。

５
）

次
節
で
述
べ
る
岩
波
文
庫
版
の
段
階
よ
り
も
、
急
激
に
『
玄
冬
』
か
ら
の
選

歌
率
が
低
く
な
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
負
の
記
憶
が
強
く
な
っ
た
と
言
え
よ
う

か
。

６
）
『
昨
日
ま
で
』
原
本
で
は
「
夏
」、
戦
前
版
新
潮
文
庫
ま
で
同
じ
。『
定
本
吉

井
勇
歌
集
』
以
降
「
夏
来
る
」
の
章
題
。
新
潮
文
庫
や
『
定
本
』
に
つ
い
て
は

三
節
四
節
参
照
。

７
）

後
述
す
る
『
定
本
吉
井
勇
歌
集
』
横
本
改
訂
版
で
は
、
３
『
祇
園
歌
集
』
７

『
祇
園
双
紙
』
４
『
黒
髪
集
』
５
『
仇
情
』
６
『
未
練
』
の
順
番
で
あ
る
。

８
）

二
〇
一
七
年
春
よ
り
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
と
名
称
変
更
予
定
、
本
稿
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執
筆
時
の
名
称
で
記
述
す
る
。

９
）

岩
波
文
庫
は
「
駿
河
路
の
歌
」
の
ポ
イ
ン
ト
が
小
さ
く
印
刷
の
位
置
も
低
い

た
め
、「
迷
悟
庵
歌
屑
」「
駿
府
新
春
」
と
同
格
に
見
え
る
が
、「
駿
河
路
の
歌
」

の
下
位
分
類
が
「
迷
悟
庵
歌
屑
」「
駿
府
新
春
」
で
あ
る
。

10
）

本
年
（
二
〇
一
六
年
）
角
館
（
仙
北
市
）
の
新
潮
社
記
念
文
学
館
で
は
「
新

潮
文
庫
の
ひ
み
つ
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
百
年
を
超
え
た
新
潮
文
庫
の
歴
史
が

鳥
瞰
出
来
る
充
実
し
た
展
示
で
あ
っ
た
。

11
）

番
町
書
房
、
一
九
七
八
年
。『
吉
井
勇
研
究
』
の
前
身
で
あ
る
『
吉
井
勇

人
と
文
学
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
五
年
）
も
同
文
で
あ
る
。

12
）

装
丁
は
高
村
光
太
郎
、
小
杉
放
庵
の
口
絵
が
あ
る
。

13
）

甲
鳥
書
林
と
養
徳
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
小
田
光
雄
『
古
本
探
究
Ⅱ
』

（
論
創
社
、
二
〇
〇
九
年
）
が
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。

14
）

林
哲
夫
『
古
本
デ
ッ
サ
ン
帳
』（
青
弓
社
、
二
〇
〇
一
年
）
は
『
晩
夏
』
を

入
口
と
し
て
甲
鳥
書
林
本
の
総
目
録
を
試
み
た
力
作
。

15
）

た
だ
し
倉
卒
の
間
に
な
さ
れ
た
作
業
で
あ
っ
た
か
、
新
潮
文
庫
の
文
章
を
引

き
継
ぎ
な
が
ら
「
明
治
四
十
三
年
新
詩
社
に
加
盟
（
新
潮
文
庫
の
三
十
八
年
が

正
し
い
）」
と
あ
っ
た
り
、
追
加
の
二
行
の
中
に
「（
昭
和
）
十
二
年
秋
京
都
北

白
川
に
移
り
（
十
三
年
が
正
し
い
）」
な
ど
と
、
年
時
の
誤
り
が
散
見
す
る
。

16
）
『
定
本
吉
井
勇
歌
集
』
の
「
改
訂
版
の
後
に
」
の
日
付
は
昭
和
二
十
一
年
九

月
、
刊
行
は
二
十
二
年
八
月
。
こ
の
中
間
の
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
刊
行
の
歌

集
『
流
離
抄
』
に
お
い
て
は
、
短
歌
そ
の
も
の
が
初
出
の
形
か
ら
「
た
た
か

ひ
」
な
ど
戦
時
色
の
強
い
表
現
が
周
到
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
田
坂
「
本
を
紡

ぐ
人
々
｜
吉
井
勇
『
流
離
抄
』
を
中
心
に
｜
」『
文
学
・
語
学
』
二
一
九
号
、

二
〇
一
七
年
一
月
刊
行
予
定
。

（
附
記
）

個
々
の
歌
集
や
、
各
種
文
庫
、
全
歌
集
等
、
活
字
資
料
か
ら
の
引
用
に
際
し
て

は
、
仮
名
づ
か
い
は
そ
の
ま
ま
と
し
て
、
振
り
仮
名
の
た
ぐ
い
は
省
略
し
た
。
ま
た

漢
字
は
原
則
と
し
て
新
漢
字
に
統
一
し
た
。

資
料
の
閲
覧
に
ご
高
配
を
賜
っ
た
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

特
に
様
々
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
京
都
府
立
総
合
資
料
館
の
土
橋
誠
氏
に
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
た
さ
か
・
け
ん
じ
）
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